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もとぶ文化交流センターお披露目会

11月11日にもとぶ文化交流センターお披露目会が行われました。

令和３年12月20日
発行

もとぶ 議 会だより
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第7回本部町議会7月臨時会審議案件一覧

第8回本部町議会8月臨時会審議案件一覧

第9回本部町議会9月定例会審議案件一覧

令和
3年

令和
3年

令和
3年

議案番号 件　　　　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第18号 専決処分の報告について
「第二浜川橋橋梁整備工事（上部工）」

工事請負契約金額の変更
「50,820,000円」を「51,777,000円」へ変更 報　告

議案第43号 工事請負契約の締結について
「佐伊土間橋橋梁整備工事」

契約金額　60,500,000円
契約の相手方　本部造園株式会社 原案可決

議案番号 件　　　　　　名 議案等の概要 議決の結果

報告第19号 令和２年度沖縄県町村土地開発公社事業報告
及び決算報告について

地方自治法第243条の3第2項の規定に
よる報告 報　告

報告第20号 令和2年度決算に基づく健全化判断比率の
報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する
法律第3条第1項の規定による報告 報　告

報告第21号 令和2年度決算に基づく資金不足比率の
報告について

地方公共団体の財政の健全化に関する
法律第22条第1項の規定による報告 報　告

報告第22号 令和2年度本部町教育委員会事務点検・評価
報告について

地方教育行政の組織及び運営に関する
法律第26条第1項の規定による報告 報　告

報告第23号 専決処分の報告について
〈伊豆味小中学校屋内運動場改築工事（建築）〉

工事請負契約金額の変更
「58,850,000円」を「59,814,700円」へ変更 報　告

議案第54号 動産の買入れ契約の締結について
学校給食配送車更新業務
契約金額　6,000,000円
契約の相手方　有限会社　本部自動車

原案可決

議案第55号 工事請負契約の締結について
〈伊豆味小中学校屋内運動場改築工事（建築）〉

契約金額　272,250,000円
有限会社全勝組・株式会社瀬底産業
特定建設工事共同企業体

原案可決

議案番号 件　　　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第44号 本部町手数料条例の一部を改正する条例の
制定について

個人番号カード再交付手数料に関する項目
の削除 原案可決

報告第45号 動産の買入れ契約の締結について
塵芥車購入
契約金額　10,010,000円
契約の相手方　有限会社　宇根自動車

原案可決

報告第46号 工事請負契約の締結について
〈町営住宅具志堅団地新築工事〉（建築）〉

契約金額　109,450,000円
契約の相手方　有限会社　比嘉建設工業 原案可決

報告第47号 工事請負契約の締結について
〈瀬底島一周線道路改良工事（その8）〉

契約金額　104,500,000円
契約の相手方　株式会社　渡久地組 原案可決

報告第48号 工事請負契約の締結について
〈瀬底島一周線道路改良工事（その9）〉

契約金額　85,250,000円
契約の相手方　有限会社　安護建設工業 原案可決

議案第49号 工事請負契約の締結について
〈満名川線道路改良工事（その4）〉

契約金額　103,235,000円
契約の相手方　有限会社　沖工設 原案可決

議案第50号 工事請負契約の締結について
〈石川謝花線道路改良工事（その6）〉

契約金額　128,700,000円
契約の相手方　有限会社　良和組 原案可決

議案第51号 工事請負契約の締結について
〈多目的イベント広場駐車場整備工事〉

契約金額　67,760,000円
契約の相手方　有限会社　仲建工業 原案可決

議案第52号 工事請負契約の締結について
〈新里畑地かんがい施設等新設工事3工区〉

契約金額　69,080,000円　
契約の相手方　有限会社　良三組 原案可決

議案第53号 工事請負契約の締結について
〈本部町農水産業担い手支援住宅建築工事〉

契約金額　109,450,000円
契約の相手方　有限会社　良和組 原案可決
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第9回本部町議会9月定例会審議案件一覧令和
3年
議案番号 件　　　　　　名 議案等の概要 議決の結果

議案第56号 令和3年度本部町一般会計補正予算について 歳入歳出それぞれ335,859,000円を追加し、
歳入歳出それぞれ9,336,444,000円とする。 原案可決

議案第57号 令和3年度本部町国民健康保険特別会計
補正予算について

歳入歳出それぞれ23,856,000円を追加し、
歳入歳出それぞれ2,039,337,000円とする。原案可決

議案第58号 令和3年度後期高齢者医療特別会計
補正予算について

歳入歳出それぞれ125,000円を追加し、
歳入歳出それぞれ130,666,000円とする。原案可決

議案第59号 令和3年度本部町公共下水道特別会計
補正予算について

歳入歳出それぞれ3,727,000円を追加し、
歳入歳出それぞれ406,608,000円とする。原案可決

議案第60号 令和3年度本部町水道事業会計
補正予算について

収益的収入及び支出（支出）
第1款水道事業費用　第1項営業費用
補正予算額△334,000円　
補正後予算額466,038,000円

資本的収入及び支出（支出）
第1款資本的支出　第1項建設改良費
補正予算額24,540,000円
補正後予算額209,288,000円

原案可決

報告第２号 決算審査特別委員会委員長報告 令和2年度決算審査特別委員会審査結果報告 報　告

議案第61号 令和2年度本部町一般会計歳入歳出
決算認定について

歳入11,650,394,000円
歳出11,449,908,000円 認　定

議案第62号 令和2年度本部町国民健康保険特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入2,030,955,000円
歳出1,949,255,000円 認　定

議案第63号 令和2年度本部町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入128,098,000円
歳出127,704,000円 認　定

議案第64号 令和2年度本部町公共下水道特別会計
歳入歳出決算認定について

歳入379,585,000円
歳出405,924,000円 認　定

議案第65号 令和2年度本部町水道事業会計
決算認定について

収益的収入478,356,000円
収益的歳出444,635,000円
資本的収入211,014,000円
資本的歳出236,729,000円

認　定

議案第66号 本部町教育委員会委員の任命同意について 仲曽根　亮
（任期 令和3年10月1日から令和7年9月30日） 同　意

議案第67号 過疎地域持続的発展計画の策定について
過疎地域の持続的発展の支援に関する法
律が施行されたことから、同法に基づい
た事業を実施するための計画

原案可決

議案第68号 本部町固定資産税の課税免除に関する
条例の一部を改正する条例の制定について

過疎地域の持続的発展の支援に関する
法律が制定されたことに伴う改正 原案可決

選挙第３号 本部町選挙管理委員会委員の選挙
我部　政寿　　　喜屋武　隆男　　
島田　吉浩　　　桃原　清吉　　　

（任期 令和3年10月1日から令和7年9月30日）
選　挙

選挙第５号 本部町選挙管理委員会補充員の選挙
伊佐　常治　　　島袋　重則　　　
崎浜　秀茂　　　宮城　達彦　　　

（任期 令和3年10月1日から令和7年9月30日）
選　挙

意見書第2号 コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税
財源の充実を求める意見書 11P参照 原案可決

意見書第3号「日台関係基本法」制定を求める意見書 12P参照 原案可決

意見書第5号 赤土等から自然環境や生活を守る対策の強化を
求める意見書の提出について 12P参照 原案可決
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9月定例会一般質問議会だより掲載一覧

令和2年度決算認定

令和
2年

※議会だよりに掲載されている一般質問の内容は、各議員が会議録に基づいて要約したものを掲載しております。
　審議案件及び一般質問の詳細につきましては本部町役場ホームページ又は議会事務局の会議録にてご確認できます。　

お問い合わせ：本部町議会事務局　TEL.0980-47-2651

掲載順 質 問 者 質 問 事 項

1 山川　竜 議員
１．自宅療養者や支援を必要とする陽性者への対応について
２．コロナ禍の学びの保障について
３．子どもたちの歯の健康について
４．赤土流出時における対応について

2 具志堅　正英 議員
１．後期高齢者医療制度について
２．高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について
３．本部町のハブ対策事業について

3 具志堅　勉 議員
１．高齢者へのコミュニティバスの導入、又はタクシーチケットの導入は可能か
２．発達障害を持つ子どもたちの受け入れ施設の拡充について
３．コロナ禍で休校になった場合の対策は、行われているのか

4 仲宗根　須磨子 議員
１．本部幼稚園、本部小、中学校の通学路にある危険箇所について
２．コロナ禍における、県、国からの支援金の町民への周知、申請受付のあり方について
３．謝花第２団地に生じている問題点について

5 喜納　政樹 議員 １．上本部飛行場跡地の活用について

6 仲程　清 議員
１．新型コロナウイルスの対応について
２．防災無線放送設備の運用について
３．環境保全の推進について

会計区分 決算額
前年度比較

増減額 増減率

一般会計
歳入 11,650,394,000 1,100,330,000 10.4%

歳出 11,449,908,000 1,283,863,000 12.6%

歳入歳出差引額 200,486,000 △185,533,000         -

特
別
会
計

国民健康保険特別会計
歳入 2,030,955,000 △25,891,000 △1.3％

歳出 1,949,255,000 △51,304,000 △2.6％

歳入歳出差引額 81,700,000 25,413,000         -

後期高齢者医療特別会計
歳入 128,098,000 7,495,000 6.2%

歳出 127,704,000 7,167,000 6.0%

歳入歳出差引額 394,000 328,000         -

公共下水道特別会計
歳入 379,585,000 △18,127,000 △4.6％

歳出 405,924,000 22,159,000 5.8%

歳入歳出差引額 △26,339,000 △40,286,000         -

水
道
事
業
会
計

収益的
収入 478,356,000 △35,491,000 △6.9%

支出 444,635,000 3,116,000 0.7%

資本的
収入 211,014,000 192,461,000 1037.4%

支出 236,729,000 89,932,000 61.3%

令和3年第9回本部町議会定例会におきまして下記のとおり認定されました。
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る
よ
う
に
し
て
い
る
。

山
川
議
員　

周
知
に
つ
い

て
伺
う
。

福
祉
課
長　

去
る
区
長
会

で
の
説
明
以
外
に
も
、
広

報
誌
や
H
P
へ
の
掲
載
も

検
討
し
て
い
る
。

山
川
議
員　

ひ
と
り
親
世

帯
の
家
庭
が
陽
性
と
な
っ

た
場
合
、
ま
た
は
介
護
を

し
て
い
る
方
が
陽
性
に

な
っ
た
場
合
の
支
援
に
つ

い
て
伺
う
。

福
祉
課
長　

シ
ョ
ー
ト
ス

テ
ィ
で
す
と
か
、
現
在
は

調
整
し
て
い
な
い
ん
で
す

が
検
討
し
て
い
き
た
い
。

山
川
議
員　

し
っ
か
り
し

た
体
制
を
構
築
し
、
引
き

続
き
支
援
を
し
て
頂
き
た

い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
学
び
の
保
障

に
つ
い
て

山
川
議
員　

学
習
支
援
員

が
一
人
減
に
な
っ
て
い
る

状
況
か
と
思
う
。
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
、
教
員
の
負
担

感
も
増
し
て
い
く
中
、
採

用
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺

う
。

教
育
長　

途
中
退
職
さ
れ

た
場
合
で
も
学
校
に
配
置

で
き
る
よ
う
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
随
時
募
集
を
し

て
い
る
。

山
川
議
員　

学
び
の
保
障

や
教
員
の
負
担
感
に
つ
い

て
、
現
状
の
確
認
を
し
た

自
宅
療
養
者
や
支
援
を
必

要
と
す
る
陽
性
者
へ
の
対

応
に
つ
い
て

山
川
議
員　

陽
性
者
が
入

院
で
き
る
北
部
の
病
床
数

や
医
療
の
状
況
を
伺
う
。

町
長　

北
部
の
病
床
数
は

現
在
、
県
立
北
部
病
院
が

六
〇
床
、
北
部
地
区
医
師

会
病
院
に
も
六
〇
床
。
病

床
は
逼
迫
し
て
い
る
状
況

で
、
本
町
の
自
宅
療
養
者

数
は
九
月
十
四
日
現
在

十
三
人
。

山
川
議
員　

自
宅
療
養
者

へ
の
支
援
内
容
を
伺
う
。

福
祉
課
長　

近
隣
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
身
内

が
い
な
い
方
を
対
象
に
、

買
い
物
支
援
を
九
月
一
日

に
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
。

社
協
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や

町
の
備
蓄
品
も
活
用
し
な

が
ら
支
援
し
て
い
き
た

い
。

山
川
議
員　

告
知
は
ど
の

よ
う
に
し
て
い
る
か
。

福
祉
課
長　

濃
厚
接
触

者
、
陽
性
者
の
方
へ
は
、

保
健
所
と
連
携
を
と
っ
て

支
援
内
容
を
お
知
ら
せ
す

が
、
学
校
現
場
の
教
員
の

負
担
感
を
減
ら
し
て
、
子

ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

コ
ロ
ナ
が
長
期
戦
で
体
力

も
な
く
な
っ
て
い
く
の
か

と
思
う
。
こ
の
コ
ロ
ナ
禍

だ
け
で
も
、
支
援
員
の
加

配
に
つ
い
て
検
討
を
し
て

頂
き
た
い
。

教
育
長　

支
援
員
は
十
四

名
と
ど
の
市
町
村
よ
り
も

多
く
雇
用
し
て
い
る
。
各

学
校
で
の
活
用
の
仕
方

や
、
学
校
の
対
策
に
つ
い

て
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
体
制
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

赤
土
流
出
時
に
お
け
る
対

応
に
つ
い
て

山
川
議
員　

崎
本
部
、
健

堅
沿
岸
の
赤
土
流
出
に
つ

い
て
、
三
月
議
会
に
お
い

て
現
場
踏
査
し
て
い
る
場

所
だ
が
、
過
去
の
当
局
の

指
導
状
況
、
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

平
成
三
〇
年
に
本
部
漁

業
協
同
組
合
か
ら
要
請
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

町
長
自
ら
北
部
保
健
所
に

赤
土
等
流
出
箇
所
の
パ
ト

ロ
ー
ル
・
指
導
の
強
化
を

要
請
。
同
年
十
月
に
は
、

事
業
主
を
役
場
に
呼
び
直

接
指
導
を
行
っ
た
。
十
一

月
に
は
町
長
自
ら
県
の
環

境
部
長
へ
要
請
し
、
県
の

赤
土
等
流
出
防
止
対
策
へ

の
実
効
性
の
検
証
と
、
条

例
の
見
直
し
の
再
検
討
を

要
請
。
令
和
元
年
七
月
に

崎
本
部
区
か
ら
も
強
く
指

導
し
て
ほ
し
い
と
要
請
が

あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、

八
月
に
ま
た
北
部
保
健
所

へ
業
者
へ
の
指
導
強
化
を

要
請
。
今
年
六
月
の
大
雨

で
の
り
面
の
盛
土
か
ら
赤

土
が
塩
川
地
内
の
圃
場
に

流
出
し
た
と
い
う
事
で
現

場
確
認
。
七
月
一
三
日
に

町
長
か
ら
保
健
所
長
に
会

い
、
大
雨
の
状
況
の
説
明

と
改
め
て
条
例
の
見
直
し

に
つ
い
て
要
請
し
た
。

山
川
議
員　

こ
の
事
業
主

が
赤
土
を
投
棄
し
て
い
る

場
所
は
町
内
に
何
箇
所
あ

る
か
伺
う
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

五
ヶ
所
程
度
把
握
し
て
い

る
。

山
川
議
員　

そ
の
う
ち
自

然
環
境
や
町
民
生
活
に
影

響
が
あ
り
そ
う
な
場
所
は

何
ヶ
所
あ
る
か
伺
う
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

四
ヶ
所
が
河
川
や
谷
の
近

く
に
な
っ
て
お
り
影
響
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

山
川
議
員　

今
年
の
六
月

末
の
大
雨
で
崎
本
部
の
土

地
改
良
区
の
崖
に
置
か
れ

た
赤
土
が
、
塩
川
地
内
の

畑
に
流
出
し
た
。
赤
土
が

一
〇
セ
ン
チ
〜
三
〇
セ
ン

チ
堆
積
し
て
お
り
と
て
も

深
刻
で
あ
る
。
し
か
し
業

者
は
未
だ
に
原
状
回
復
を

し
て
い
な
い
。
今
後
の
対

策
を
伺
う
。

健
康
づ
く
り
推
進
課
長　

北
部
保
健
所
と
連
携
し
、

赤
土
が
流
出
し
な
い
よ
う

パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
を

し
、
適
切
に
業
者
に
指
導

し
て
い
き
た
い
。

農
林
水
産
課
長　

赤
土
が

堆
積
し
た
畑
の
土
壌
分
析

を
し
た
所
、
ア
ル
カ
リ
性

が
強
く
作
物
に
は
適
し
な

い
土
壌
で
あ
る
と
わ
か
っ

た
。

山
川
議
員　

我
々
議
会
と

し
て
も
、
こ
の
事
例
を
踏

ま
え
赤
土
基
本
条
例
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
町
長
の

県
へ
の
要
請
行
動
を
後
押

し
し
た
い
わ
け
で
す
が
、

議
長
の
方
で
意
見
書
の
取

り
ま
と
め
を
お
願
い
で
き

な
い
で
し
ょ
う
か
。

山
川
議
員　

ぜ
ひ
所
管
す

る
委
員
会
で
こ
の
問
題
を

調
査
し
て
頂
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
町
長
の
見
解
も

伺
う
。

町
長　

こ
う
い
っ
た
声
を

北
部
全
体
の
首
長
に
課
題

を
共
有
し
、
県
の
赤
土
等

流
出
防
止
条
例
の
改
正
、

指
導
体
制
の
強
化
を
求
め

て
い
き
た
い
。

１．自宅療養者や支援を必要とする陽性者への対応について
２．コロナ禍の学びの保障について
３．子どもたちの歯の健康について
４．赤土流出時における対応について

山川 竜 議員
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具志堅 正英 議員

具
志
堅
議
員　

後
期
高
齢

者
医
療
費
の
窓
口
負
担
二

割
化
に
つ
い
て
、
そ
の
内

容
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
の
う
ち
三
割

負
担
し
て
い
る
い
わ
ゆ
る

現
役
並
の
所
得
負
担
割
合

を
現
在
の
一
割
か
ら
二
割

と
い
う
こ
と
で
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

具
志
堅
議
員　

窓
口
負
担

二
割
化
に
伴
う
本
町
の
高

齢
者
へ
の
影
響
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長　

本
町
の
被
保
険
者

は
一
，
八
二
五
名
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
窓
口
負
担

が
一
割
か
ら
二
割
と
な
る

改
正
に
よ
る
対
象
者
は
約

一
八
〇
人
と
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

窓
口
負
担

二
割
に
お
け
る
本
町
へ
の

影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長　

市
町
村
が
負
担
す

る
負
担
金
の
算
定
方
法
に

あ
く
ま
で
変
更
が
な
け
れ

ば
、
被
保
険
者
が
負
担
す

る
割
合
が
高
く
な
る
分
、

保
険
給
付
に
係
る
本
町
も

負
担
分
、
本
町
の
負
担
金

も
下
が
る
も
の
と
現
状

の
中
で
は
考
え
て
お
り
ま

す
。

具
志
堅
議
員　

本
町
で
は

来
年
度
か
ら
高
齢
者
の
保

健
事
業
と
介
護
予
防
を
一

体
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
で

す
が
、
ど
の
よ
う
な
事
業

か
、
そ
の
内
容
と
課
題
を

伺
い
ま
す
。

町
長　

市
町
村
で
は
、
国

民
健
康
保
険
や
介
護
保

険
の
保
険
者
で
あ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
保
険
事
業

で
行
っ
て
い
る
疾
病
の
予

防
、
重
症
化
予
防
と
併
せ

て
介
護
予
防
が
行
え
る
よ

う
新
し
い
制
度
が
整
備
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
と

い
た
し
ま
し
て
は
、
現
在

次
年
度
か
ら
当
事
業
が
実

施
で
き
る
よ
う
に
、
沖
縄

県
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

と
目
下
調
整
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
事
業
実
施
主
体
で
あ

る
市
町
村
に
お
い
て
は
、

事
業
全
体
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
す
る
、
あ
る
い
は

企
画
調
整
す
る
な
ど
多
岐

な
業
務
が
出
て
き
ま
す
。

保
健
師
を
コ
ロ
ナ
禍
で
配

置
す
る
な
ど
、
組
織
横
断

的
な
取
組
を
迅
速
に
行
え

る
よ
う
な
体
制
を
整
備
す

る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

本
町
の
平

成
二
六
年
か
ら
令
和
二
年

ま
で
の
ハ
ブ
の
捕
獲
数
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

平
成
二
六
年
度
は

二
九
〇
匹
、
う
ち
タ
イ
ワ

ン
ハ
ブ
は
二
六
四
匹
。
平

成
二
七
年
度
は
二
六
二

匹
う
ち
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

は
二
二
四
匹
。
平
成
二
八

年
度
は
三
二
七
匹
、
う
ち

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
三
〇
八

匹
。
平
成
二
九
年
度
は

三
六
七
匹
、
う
ち
タ
イ
ワ

ン
ハ
ブ
は
三
四
八
匹
。
平

成
三
〇
年
度
は
六
七
九

匹
、
う
ち
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

は
六
五
六
匹
。
令
和
元
年

度
は
一
，
二
四
四
、
う

ち
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
一
，

〇
二
一
匹
。
令
和
二
年
度

は
一
，
四
〇
三
匹
、
う

ち
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
は
一
，

三
九
三
匹
と
な
っ
て
い
ま

す
。
捕
獲
し
た
ハ
ブ
は
、

特
定
外
来
生
物
で
あ
る
タ

イ
ワ
ン
ハ
ブ
と
そ
れ
以
外

の
ハ
ブ
と
に
分
け
て
集
計

を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
。

具
志
堅
議
員
　
平
成
二
六

年
か
ら
令
和
二
年
ま
で
の

ハ
ブ
咬
傷
件
数
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。
ハ
ブ
咬
傷
対

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長　

北
部
保
険
所
か
ら

の
情
報
に
よ
り
ま
す
と
、

平
成
二
六
年
は
ゼ
ロ
件
、

平
成
二
七
年
も
ゼ
ロ
件
、

平
成
二
八
年
は
一
件
、
平

成
三
〇
年
は
ゼ
ロ
件
、
令

和
元
年
は
二
件
、
令
和
二

年
は
二
件
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
ハ
ブ
咬
傷
対
策
に

つ
き
ま
し
て
は
、
目
下
一

括
交
付
金
事
業
を
活
用
し

な
が
ら
、
ハ
ブ
捕
獲
器
を

平
成
二
六
年
度
に
一
五
〇

基
設
置
し
ま
し
た
。
そ
し

て
令
和
二
年
度
ま
で
に

五
五
〇
基
ま
で
増
設
し
て

い
ま
す
。
ま
た
令
和
元
年

度
か
ら
、
作
業
員
を
四
人

か
ら
六
人
に
増
員
い
た
し

ま
し
て
対
応
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

具
志
堅
議
員
　
沖
縄
振
興

特
別
推
進
交
付
金
事
業
が

今
年
度
ま
で
で
す
。
次
年

度
か
ら
の
ハ
ブ
咬
傷
防
止

事
業
は
ど
の
よ
う
に
実
施

す
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の

捕
獲
数
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
咬
傷
件
数
も
、
被

害
件
数
も
発
生
を
見
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
国
庫
補
助
事
業
が
今
後

活
用
で
き
る
の
か
、
新
た

な
国
庫
補
助
事
業
が
な
い

か
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

こ
の
タ
イ

ワ
ン
ハ
ブ
は
外
来
生
物
で

元
々
沖
縄
に
は
生
息
し
て

い
な
い
生
物
で
す
。
世
界

自
然
遺
産
の
や
ん
ば
る
の

森
の
自
然
の
生
態
系
を
壊

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
以
上
、
こ
の
北

部
、
や
ん
ば
る
の
自
然
の

森
の
中
に
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

を
増
や
す
と
、
世
界
自
然

遺
産
の
や
ん
ば
る
の
森
の

希
少
な
生
物
で
あ
る
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
と
か
、
ヤ
ン

バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
等
の

希
少
な
生
物
に
も
害
が
及

ば
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん

の
で
是
非
や
ん
ば
る
の
自

然
環
境
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
本
町
が
他
の

北
部
市
町
村
と
も
連
携
し

て
こ
の
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の

対
策
事
業
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１．後期高齢者医療制度について
２．高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施について
３．本部町のハブ対策事業について
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町
長　

タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の

捕
獲
数
は
年
々
増
加
し
て

お
り
、
咬
傷
件
数
も
、
被

害
件
数
も
発
生
を
見
て
い

る
こ
と
か
ら
、
ど
の
よ
う

な
国
庫
補
助
事
業
が
今
後

活
用
で
き
る
の
か
、
新
た

な
国
庫
補
助
事
業
が
な
い

か
ど
う
か
、
こ
れ
か
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

こ
の
タ
イ

ワ
ン
ハ
ブ
は
外
来
生
物
で

元
々
沖
縄
に
は
生
息
し
て

い
な
い
生
物
で
す
。
世
界

自
然
遺
産
の
や
ん
ば
る
の

森
の
自
然
の
生
態
系
を
壊

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
こ
れ
以
上
、
こ
の
北

部
、
や
ん
ば
る
の
自
然
の

森
の
中
に
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ

を
増
や
す
と
、
世
界
自
然

遺
産
の
や
ん
ば
る
の
森
の

希
少
な
生
物
で
あ
る
ヤ
ン

バ
ル
ク
イ
ナ
と
か
、
ヤ
ン

バ
ル
テ
ナ
ガ
コ
ガ
ネ
等
の

希
少
な
生
物
に
も
害
が
及

ば
な
い
と
も
限
り
ま
せ
ん

の
で
是
非
や
ん
ば
る
の
自

然
環
境
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
も
、
本
町
が
他
の

北
部
市
町
村
と
も
連
携
し

て
こ
の
タ
イ
ワ
ン
ハ
ブ
の

対
策
事
業
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

高
齢
者

へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
ま
た
は
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
導
入
は

可
能
か
。
我
が
国
の
高
齢

化
率
は
二
〇
一
五
年
十

月
の
時
点
で
二
六
・
七
％

と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
二
〇
六
〇
年
に
は
高

齢
化
率
が
三
九
・
九
％
に

も
な
る
と
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
経
済
産

業
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

二
〇
一
四
年
人
口
で
の
推

測
で
、
全
国
に
七
〇
〇
万

人
も
の
買
い
物
弱
者
が
い

る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
高
齢
者
が
安
心
し
て

日
常
生
活
を
営
む
た
め
の

環
境
づ
く
り
が
必
要
と
言

え
る
。
こ
れ
ら
の
事
か
ら

高
齢
者
の
外
出
を
促
進
す

る
交
通
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
現
在
、
本
町
に

お
い
て
具
志
堅
区
や
健
堅

区
、
そ
れ
か
ら
豊
川
区
に

お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
、
い
わ
ゆ
る
買
い
物
バ

ス
が
動
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
に
対
し
て
、
本
町
で
こ

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

導
入
は
可
能
か
、
そ
れ
か

ら
支
援
が
出
来
る
か
伺
い

ま
す
。
合
わ
せ
て
タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
導
入
も

可
能
か
伺
い
ま
す
。

町
長　

本
町
で
は
食
料
や

日
用
品
な
ど
を
販
売
す
る

商
店
が
な
い
地
域
、
あ
る

い
は
路
線
バ
ス
が
通
っ
て

な
い
よ
う
な
地
域
も
多

く
、
移
動
手
段
が
な
い
高

齢
者
に
と
っ
て
日
常
生
活

を
送
る
上
で
大
き
な
課
題

と
な
っ
て
い
る
事
実
も
ご

ざ
い
ま
す
。
本
町
で
は
、

今
年
の
四
月
よ
り
本
部
町

小
さ
な
拠
点
づ
く
り
支
援

事
業
を
活
用
い
た
し
ま
し

て
、
地
域
を
回
る
移
動
販

売
車
を
導
入
い
た
し
ま
し

て
、
日
常
の
買
い
物
支
援

を
目
下
行
っ
て
い
る
所
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
本
部
町

高
齢
者
外
出
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
委
託
を
致
し
ま
し

て
、
病
院
あ
る
い
は
家
の

通
院
、
あ
る
い
は
役
場
な

ど
公
共
機
関
へ
の
移
動
に

つ
い
て
の
支
援
な
ど
も
事

細
か
に
実
施
し
て
い
る
所

で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

医
療
手
段
の
な
い
高
齢
者

の
生
活
に
つ
い
て
、
ど
う

い
っ
た
ふ
う
な
形
で
支
援

が
出
来
る
の
か
を
考
え
な

が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト

の
導
入
に
つ
い
て
は
有
効

な
補
助
事
業
が
な
い
た
め

に
、
ふ
る
さ
と
納
税
あ
る

い
は
市
町
村
単
独
事
業
、

ま
た
は
コ
ロ
ナ
対
策
交
付

金
を
活
用
致
し
ま
し
て
、

単
発
で
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
各
自
治
体
が
財
政
の
確

保
に
苦
慮
し
な
が
ら
実
施

し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な

事
で
あ
り
ま
す
。
本
町
と

致
し
ま
し
て
は
、
財
源
の

確
保
を
は
じ
め
他
の
事
業

と
の
兼
ね
合
い
、
対
象
者

の
条
件
や
町
内
の
い
わ
ゆ

る
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
対

応
が
可
能
で
あ
る
か
な
ど

を
検
討
し
な
が
ら
、
実
施

の
可
否
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

発
達
障
害

を
持
つ
子
ど
も
た
ち
の
受

入
れ
施
設
の
拡
充
に
つ
い

て
現
在
、
本
町
で
は
発
達

障
害
を
抱
え
る
子
ど
も
た

ち
が
五
〇
人
程
度
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。
受
け
入

れ
施
設
が
少
な
く
大
変

困
っ
て
い
る
と
お
聞
き
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し

て
本
町
は
拡
充
の
予
定
は

あ
る
の
か
、
お
伺
い
し
ま

す
。

町
長　

発
達
障
害
を
持
つ

子
ど
も
た
ち
の
受
入
れ
施

設
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
現
在
、
町

内
で
は
二
ヶ
所
の
障
害

児
通
所
支
援
事
業
が
あ
り

ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
の
対
象

は
身
体
、
知
的
、
精
神
に

障
害
の
あ
る
児
童
生
徒
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和

元
年
度
に
子
育
て
世
代
の

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設

置
さ
れ
、
言
葉
の
訓
練
、

療
育
が
必
要
を
思
わ
れ

る
よ
う
な
児
童
に
つ
い
て

は
、
健
康
づ
く
り
推
進
課
、

福
祉
課
、
子
育
て
支
援
課
、

教
育
委
員
会
、
保
育
所
な

ど
が
情
報
共
有
を
し
っ
か

り
と
図
り
な
が
ら
、
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
る

な
ど
、
切
れ
目
の
な
い
支

援
体
制
を
構
築
し
て
い
る

所
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続

き
子
育
て
に
不
安
の
あ
る

保
護
者
が
地
域
の
中
で
支

援
者
に
気
軽
に
相
談
で
き

る
体
制
を
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
町
内
の
民
間
事

業
者
で
あ
る
障
害
児
通
所

事
業
所
へ
対
応
人
員
の
拡

充
を
し
て
い
た
だ
け
る
か

ど
う
か
、
今
後
も
働
き
か

け
な
が
ら
や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

具
志
堅
議
員　

コ
ロ
ナ
禍

で
休
校
に
な
っ
た
場
合
の

対
策
は
行
わ
れ
て
い
る
の

か
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
の
整

備
、
各
家
庭
な
ど
へ
の
調

査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
は

行
っ
て
い
る
の
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長　

今
年
度
七
月
の

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り

ま
す
と
、
約
一
〇
％
程
度

の
家
庭
が
整
っ
て
い
な
い

状
況
が
あ
る
と
把
握
し
て

お
り
ま
す
。
休
校
の
場
合

の
対
策
と
し
ま
し
て
、
課

題
な
ど
の
配
布
や
オ
ン
ラ

イ
ン
授
業
を
行
い
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境
が
整
っ
て

い
な
い
家
庭
に
関
し
て
は

学
校
に
来
て
頂
い
て
、
学

校
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

１．高齢者へのコミュニティバスの導入、又はタクシーチケット
     の導入は可能か
２．発達障害を持つ子どもたちの受け入れ施設の拡充について
３．コロナ禍で休校になった場合の対策は、行われているのか
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仲
宗
根
議
員　

通
学
路
に

危
険
な
箇
所
が
幾
つ
か
あ

る
。
水
路
の
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
が
破
損
し
て
い
る
所
が

五
～
六
箇
所
。
ロ
ー
プ
で

応
急
処
置
は
し
て
い
る
が

充
分
で
は
な
い
。
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
が
腐
食
し
て
鉄
板

が
め
く
れ
上
が
り
、
固
く

て
手
で
は
取
り
除
け
な
い

状
態
に
な
っ
て
い
る
所
も

あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
目

線
に
立
つ
と
そ
れ
が
顔
を

傷
つ
け
た
り
す
る
危
険
も

予
測
さ
れ
る
。
そ
う
い
う

事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
調
査
、
対
策
を
す
る
予

定
が
あ
る
か
伺
う
。

町
長　

危
険
箇
所
に
つ
い

て
は
緊
急
性
の
高
い
も
の

か
ら
順
次
対
応
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し

集
落
内
の
里
道
等
、
日
頃

の
パ
ト
ロ
ー
ル
で
は
充
分

に
把
握
で
き
な
い
部
分
も

あ
る
。
行
政
区
の
方
か
ら

も
状
況
の
聞
き
取
り
を
し

な
が
ら
把
握
に
努
め
て
参

り
た
い
。

仲
宗
根
議
員　

大
人
の
目

線
で
は
分
か
り
に
く
い

が
、
例
え
ば
子
ど
も
た
ち

が
ふ
ざ
け
合
っ
て
押
し
合

い
な
ど
を
し
て
、
そ
の
鉄

板
で
顔
や
目
を
傷
つ
け
る

よ
う
な
事
が
あ
っ
た
ら
大

変
で
す
。
一
番
に
そ
の
部

分
の
修
理
、
対
策
か
ら
始

め
る
事
を
望
み
ま
す
。

町
長　

今
後
と
も
沖
縄
県

と
情
報
共
有
を
図
り
な
が

ら
安
心
安
全
な
通
学
路
を

確
保
で
き
る
よ
う
に
対
応

し
て
参
り
た
い
。

仲
宗
根
議
員　

次
に
コ

ロ
ナ
関
連
の
支
援
に
つ

い
て
。
県
や
国
か
ら
の
数

種
類
の
支
援
金
が
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
町
で

は
町
民
に
情
報
が
充
分
に

周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
い

う
状
況
に
あ
る
。
あ
る
の

が
分
か
っ
て
い
る
人
で

も
、
ど
れ
が
自
分
に
当
て

は
ま
る
の
か
、
あ
る
い
は

申
請
の
仕
方
そ
の
も
の
が

分
か
ら
な
い
と
い
う
声
が

多
い
。
窓
口
は
商
工
会
に

な
っ
て
い
る
が
町
当
局
も

商
工
会
と
連
携
し
て
町
民

の
た
め
に
広
く
周
知
さ
せ

る
事
や
申
請
の
仕
方
を
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
事
に
取
り

組
む
べ
き
だ
と
思
う
が
ど

う
か
。

町
長　

支
援
金
の
制
度
と

仕
組
み
が
で
き
た
時
に
、

ど
こ
の
知
域
よ
り
も
早
く

役
場
内
に
ネ
ッ
ト
申
請
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
チ
ー
ム
を

走
ら
せ
た
。
班
長
ク
ラ
ス

を
中
心
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
、
ネ
ッ
ト

申
請
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
町
民
の
サ
ポ
ー
ト
に
当

た
っ
た
。
そ
の
流
れ
の
中

で
一
定
程
度
、
申
請
の
方

法
が
行
き
渡
っ
て
き
た
と

い
う
事
で
、
商
工
会
の
方

で
組
織
を
拡
充
し
て
対
応

し
よ
う
と
い
う
流
れ
で
き

て
い
る
。

仲
宗
根
議
員　

最
初
の

頃
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
て
一
生
懸

命
に
対
応
し
て
い
た
の
は

承
知
し
て
い
る
。
し
か
し

現
時
点
で
は
私
の
把
握
し

て
い
る
の
と
町
当
局
の
把

握
し
て
い
る
情
報
に
は
食

い
違
い
が
あ
る
。
ま
ず「
支

援
金
の
あ
る
事
が
分
か

ら
な
い
。
申
請
に
行
っ
て

も
受
付
け
さ
れ
な
い
。
ど

こ
が
不
備
な
の
か
教
え
て

も
ら
え
な
い
。」と
い
う
声

が
多
い
。
お
隣
の
今
帰
仁

村
で
は
、
チ
ラ
シ
を
ポ
ス

テ
ィ
ン
グ
し
て
周
知
を
計

り
、
そ
れ
で
も
申
請
に
来

な
い
人
に
は
電
話
で
確
認

を
し
、
ネ
ッ
ト
申
請
の
仕

方
が
分
か
ら
な
い
人
に
は

サ
ポ
ー
ト
も
し
て
い
る
と

の
事
。
最
初
の
頃
の
よ
う

な
き
め
細
か
い
サ
ポ
ー
ト

を
、
特
に
年
配
の
方
々
は

今
も
必
要
と
し
て
い
る
。

町
長　

申
請
の
手
続
き
に

つ
い
て
は
、
随
分
と
行
き

渡
っ
て
い
る
と
い
う
認
識

で
い
た
。
ま
だ
十
二
分
に

で
き
て
い
な
い
の
で
あ
れ

ば
、
我
々
と
し
て
は
懇
切

丁
寧
に
対
応
し
な
が
ら
、

支
援
を
受
け
ら
れ
る
体
制

を
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た

い
。

仲
宗
根
議
員　

次
に
謝
花

第
二
団
地
の
件
。
外
観
が

明
る
い
レ
モ
ン
イ
エ
ロ
ー

で
駐
車
場
も
広
く
遊
具
も

あ
り
、
ま
さ
に
子
育
て
世

帯
を
支
援
す
る
の
に
ふ
さ

わ
し
い
、
す
ば
ら
し
い
建

物
だ
と
思
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
こ
に
住
ん
で
み

な
い
と
分
か
ら
な
い
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
防
犯
上
の

問
題
が
生
じ
て
い
る
。
新

築
の
場
合
は
入
居
し
て
初

め
て
、
そ
う
い
う
問
題
に

気
づ
く
。
そ
の
際
、
模
様

替
え
に
か
か
る
費
用
は
入

居
者
が
負
担
す
る
も
の
な

の
か
。

副
町
長　

お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
柵
が
低
く
て
小
学

生
で
も
乗
り
越
え
ら
れ
る

高
さ
で
あ
る
と
い
う
事
が

客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
役
場

の
方
で
対
処
す
る
と
い
う

事
に
な
る
。
今
、
公
営
住

宅
は
全
国
一
律
の
設
計

基
準
に
従
っ
て
や
っ
て
い

る
。
フ
ェ
ン
ス
の
高
さ
、

防
護
柵
の
高
さ
、
防
犯
灯

の
設
置
等
、
す
べ
て
設
計

指
針
に
基
づ
い
て
い
る
。

構
造
上
の
問
題
と
は
い
い

難
い
場
合
は
、
居
住
者
の

負
担
で
や
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
ル
ー
ル
に
な
っ
て

い
る
。
防
犯
上
の
問
題
等

は
、
区
長
や
警
察
と
も
連

携
し
て
充
分
に
協
議
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
ケ
イ
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
判
断
さ
れ

る
事
も
あ
る
と
思
う
。

仲
宗
根
議
員　

入
居
者
と

充
分
な
話
し
合
い
を
持

ち
、
い
い
方
向
に
進
む
事

を
望
み
ま
す
。
も
う
一
点
、

シ
ン
ク
の
大
き
さ
に
対
し

て
水
道
の
蛇
口
が
長
す
ぎ

る
。
水
を
出
し
た
ま
ま
角

度
を
横
に
す
る
と
、
シ
ン

ク
の
端
に
水
が
当
た
っ
て

飛
び
散
り
床
が
ビ
シ
ョ
ビ

シ
ョ
に
な
る
。
毎
日
繰
り

返
し
て
い
る
と
床
が
傷
み

建
物
の
老
朽
化
を
早
め
る

事
に
つ
な
が
る
。
蛇
口
の

取
替
え
は
で
き
な
い
か
と

訴
え
て
い
ま
し
た
が
。

建
設
課
長　

こ
れ
は
調
査

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。

仲宗根 須磨子 議員

１．本部幼稚園、本部小、中学校の通学路にある危険箇所について
２．コロナ禍における、県、国からの支援金の町民への周知 
     申請受付のあり方について
３．謝花第２団地に生じている問題点について



第128号（   ） ハ イ サ イ 令和3年12月20日

一般質問
喜納 政樹 議員

9

1．上本部飛行場跡地の利用について

喜
納
議
員　

平
成
二
十
三

年
度
に『
上
本
部
飛
行
場

跡
地
利
用
基
本
構
想
・
基

本
計
画
』を
策
定
し
当
該

跡
地
の
有
効
活
用
に
取
り

組
む
と
の
事
で
あ
っ
た

が
、
現
在
の
進
捗
状
況
を

伺
い
ま
す
。

町
長　

現
在
、
町
道
石
川

謝
花
線
よ
り
南
側
の
区
域

に
お
い
て
は
、
民
間
に
よ

り
開
発
が
計
画
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
町
の
基
本
計
画

と
整
合
性
を
と
り
な
が
ら

開
発
に
つ
い
て
断
続
的
に

協
議
を
し
な
が
ら
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

喜
納
議
員　

国
有
地
を
取

得
し
て
現
在
ま
で
、
こ
の

間
で
何
が
出
来
て
、
何
が

出
来
な
か
っ
た
の
か
？

町
長　

町
民
の
い
わ
ゆ
る

生
活
の
利
便
性
の
向
上
の

為
に
謝
花
の
方
か
ら
一
本

の
道
路
を
こ
し
ら
え
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
町
と
し

て
は
、
加
工
施
設
の
い
わ

ゆ
る
消
費
生
産
拠
点
施
設

が
出
来
ま
し
た
と
言
う
よ

う
な
事
で
ご
ざ
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
今
そ
の

三
十
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
土

地
と
言
う
の
は
町
の
有
す

る
土
地
が
三
分
の
一
あ
り

ま
し
て
、
そ
し
て
あ
と
民

有
地
に
つ
い
て
企
業
が
賃

貸
契
約
を
結
ん
で
い
る
部

分
と
、
そ
れ
か
ら
賃
貸
契

約
を
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

な
個
人
が
所
有
し
て
い
る

土
地
と
三
つ
の
状
況
、
三

つ
の
所
有
権
が
混
在
し
て

い
る
状
況
な
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
、
今
現
在
、
町

だ
け
の
考
え
方
で
動
か
す

の
が
極
め
て
難
し
い
と

言
う
よ
う
な
事
で
あ
り
ま

す
。

喜
納
議
員　

当
該
跡
地
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
は
、
ど
う

考
え
て
い
る
の
か
？
道

路
・
上
下
水
道
等
、
当
該

跡
地
に
は
里
道
や
町
道

等
、
か
な
り
の
平
米
数
の

土
地
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

町
長　

お
っ
し
ゃ
る
通
り

道
路
網
の
整
備
つ
い
て

は
、
と
て
も
重
要
な
事
だ

と
言
う
事
で
、
道
路
網
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
も
、

そ
の
計
画
を
作
り
上
げ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
事

業
の
着
手
に
つ
い
て
は
、

ど
う
す
る
の
か
と
言
う
よ

う
な
事
で
十
分
な
検
討
を

要
す
る
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
時

が
来
れ
ば
、
こ
れ
は
何
ら

か
の
対
応
策
を
取
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
わ
け
で
、

そ
の
為
の
準
備
と
し
て
道

路
計
画
に
つ
い
て
の
概
要

で
す
け
れ
ど
も
構
想
は
既

に
ペ
ー
パ
ー
に
落
と
し
て

あ
る
よ
う
な
、
そ
ん
な
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

喜
納
議
員　

町
有
地
・
民

有
地
が
虫
食
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
為
、
当
該
地

域
の
開
発
が
進
ま
な
い
。

こ
の
状
況
を
解
決
す
る
為

の
方
策
は
あ
る
の
か
当
局

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

本
町
で
は
、
町
の

基
本
計
画
に
基
づ
き
当
該

跡
地
の
利
活
用
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
平
成
二
十
六
年
十
一

月
に
は
、
も
と
ぶ
ウ
ェ
ル

ネ
ス
フ
ー
ズ
株
式
会
社

が
、
こ
れ
も
一
括
交
付
金

の
特
別
事
業
、
特
別
枠
で

ご
ざ
い
ま
し
た
け
れ
ど

も
、
そ
の
特
別
枠
を
使
っ

て「
亜
熱
帯
特
殊
農
作
物

加
工
場
」を
整
備
し
本
町

の
代
表
的
な
果
実
で
あ
り

ま
す
シ
ー
ク
ァ
ー
サ
ー
を

約
八
百
ト
ン
加
工
し
独
自

の
産
業
化
を
展
開
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成

三
十
一
年
四
月
に
は
町
道

石
川
謝
花
線
の
供
用
が
開

始
さ
れ
る
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

当
該
跡
地
は
町
有
地
と
民

有
地
が
現
在
混
在
し
て
お

り
ま
す
。
町
の
基
本
計
画

基
づ
く
開
発
の
目
下
支
障

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ

の
現
況
を
解
決
す
る
た

め
、
民
有
地
の
所
有
者
と

の
合
意
形
成
や
、
国
と
県

へ
の
跡
地
利
用
に
関
す
る

予
算
確
保
並
び
に
支
援
の

要
請
等
を
行
い
、
跡
地
の

効
率
的
な
開
発
が
進
め
ら

れ
る
よ
う
な
努
力
が
必
要

だ
と
、
こ
の
よ
う
に
感
じ

と
っ
て
お
り
ま
す
。

喜
納
議
員　

町
有
地
・
民

有
地
が
虫
食
い
状
態
と

な
っ
て
い
る
状
況
を
解
決

し
て
い
く
為
に
は
、
町
が

主
導
的
に
動
く
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　

賃
貸
し
て
い
る
業

者
の
意
向
と
整
合
性
を
取

り
な
が
ら
や
っ
て
お
り
ま

す
け
れ
ど
も
、
中
々
、
今

に
至
っ
て
そ
の
進
み
具
合

と
言
う
も
の
が
遅
い
と
言

う
よ
う
な
事
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
い

ず
れ
に
せ
よ
土
地
そ
の
も

の
が
入
り
組
ん
で
い
る
と

い
っ
た
よ
う
な
こ
の
実
態

に
あ
る
わ
け
で
す
。
し
か

も
地
元
業
者
の
方
が
賃
貸

を
し
て
い
る
土
地
、
賃
貸

し
て
い
な
い
土
地
も
あ
る

と
い
っ
た
よ
う
な
事
で
、

戦
後
七
十
年
の
中
で
こ
う

な
っ
て
き
て
い
る
と
言
う

こ
の
実
態
を
ど
う
打
破
す

る
の
か
と
言
う
よ
う
な
事

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
と
、
国
と
の
関
係
性
を

財
源
も
含
め
て
こ
れ
か
ら

ど
う
や
っ
て
い
く
の
か
と

言
う
様
な
様
々
な
課
題
が

横
た
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

水
面
下
で
は
ご
ざ
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
こ
の
ま
ま
の

今
の
現
状
の
計
画
で
は
、

も
う
ま
た
時
代
が
過
ぎ
て

こ
の
計
画
で
は
動
か
せ

な
い
よ
と
言
う
よ
う
な
事

で
担
当
者
レ
ベ
ル
で
は
あ

り
ま
す
が
、
国
の
方
に
も

働
き
か
け
な
が
ら
や
っ
て

い
ま
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

か
ら
状
況
を
見
な
が
ら
動

き
を
と
っ
て
行
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

喜
納
議
員　
「
民
有
地
を

全
部
買
う
」と
か
、
そ
れ

ぐ
ら
い
の
事
を
視
野
に
い

れ
な
が
ら
動
い
て
い
か
な

い
と
開
発
は
進
ま
な
い
と

考
え
ま
す
し
、
現
平
良
町

政
の
中
で
、
し
っ
か
り
と

し
た
目
途
付
け
が
必
要
だ

と
考
え
ま
す
。
最
後
に
町

長
の
思
い
を
伺
い
ま
す
。

町
長　

と
て
も
答
弁
が
も

ど
か
し
い
と
思
っ
て
い
る

か
と
考
え
ま
す
が
、
ご
存

じ
の
通
り
、
も
の
が
不
動

産
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で

す
か
ら
今
の
こ
の
段
階

で
、
こ
う
だ
、
あ
あ
だ
と
、

中
々
言
い
に
く
い
部
分
も

ご
ざ
い
ま
す
。
そ
う
言
う

事
に
つ
い
て
は
、
ご
承
知

頂
き
ま
し
て
、
そ
し
て
そ

の
中
で
先
ほ
ど
も
言
い
ま

し
た
よ
う
に
、
そ
こ
を
ま

と
め
て
動
か
そ
う
と
し
た

時
に
数
十
億
円
、
あ
る
い

は
も
っ
と
財
政
力
が
絡
ん

で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
辺

は
町
の
財
力
だ
け
で
は
い

か
ん
と
も
し
難
い
と
言
う

現
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
で

す
の
で
、
そ
の
辺
を
ど
の

よ
う
な
形
で
時
代
の
流
れ

の
中
で
、
国
の
方
と
の
財

政
支
援
を
頂
け
る
の
か
と

言
う
よ
う
な
事
を
視
野
に

入
れ
な
が
ら
対
応
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
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一般質問

10

１．新型コロナウイルスの対応について
２．防災無線放送設備の運用について
３．環境保全の推進について

仲程 清 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

対
応
に
つ
い
て

仲
程
議
員　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
状
況
に
つ
い
て
、
北
部

地
区
の
感
染
者
が
急
増

し
て
い
る
事
か
ら
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
ス
ピ
ー
ド
感

を
も
っ
て
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
、
直
近
の
接
種
状

況
に
つ
い
て
、
又
、
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長　

九
月
十
二
日
現

在
で
七
四
五
六
人
が
一

回
目
の
接
種
を
終
え
て

お
り
十
二
歳
以
上
の
接

種
対
象
者
の
六
四
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

五
九
一
九
人
が
二
回
目
の

接
種
を
終
え
接
種
率
は

六
四
％
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
児
童
生
徒
を
対

象
と
し
た
優
先
接
種
の
実

施
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

十
月
末
ま
で
に
は
全
町
民

の
七
割
程
度
が
接
種
完
了

す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

防
災
無
線
放
送
設
備
の

運
用
に
つ
い
て

仲
程
議
員　

次
に
防
災
無

線
放
送
設
備
の
運
用
に
つ

い
て
伺
う
。
防
災
無
線
放

送
、
行
政
無
線
放
送
機
器

に
よ
る
放
送
が
非
常
に
聞

き
に
く
い
と
の
苦
情
が
多

い
。
同
設
備
は
行
政
防
災

放
送
、
ｊ
ア
ラ
ー
ト
、
行

政
区
の
放
送
全
て
に
連

動
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
迅
速
な
管
理
体
制
を

整
え
な
い
と
緊
急
事
態
の

情
報
伝
達
に
大
変
憂
慮
さ

れ
る
問
題
点
を
整
理
し
て

早
急
に
改
善
す
る
必
要
が

あ
る
当
局
の
見
解
を
伺
い

た
い
。

総
務
課
長　

苦
情
が
多
い

特
に
聞
き
ず
ら
い
、
聞
こ

え
な
い
等
々
、
確
か
に
受

け
て
お
り
ま
す
。
現
在
共

用
開
始
か
ら
八
年
、
や
は

り
沖
縄
の
暑
さ
、
直
射
日

光
、
台
風
時
の
風
、
雷
、

塩
害
等
で
、
こ
こ
二
年
は

非
常
に
故
障
が
多
く
な
っ

て
お
り
ま
す
。

仲
程
議
員　

屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
は
荒
天
時
に
は
音
声

が
聞
き
取
り
に
く
い
と
の

欠
点
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
総
務
省
、
消
防
庁
で

は
各
家
庭
へ
の
戸
別
受
信

機
の
普
及
促
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
、
本
町
で
も
戸

別
受
信
機
の
導
入
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
お

も
う
が
当
局
の
見
解
を
伺

う
。

総
務
課
長　

屋
外
ス
ピ
ー

カ
ー
、
個
別
受
信
機
を
備

え
る
の
が
今
の
状
況
で
は

ベ
ス
ト
と
い
う
こ
と
を
私

ど
も
も
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
、
国
庫
補

助
の
活
用
を
タ
イ
ミ
ン
グ

を
見
て
ぜ
ひ
事
業
化
を
念

頭
に
入
れ
て
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

仲
程
議
員　

抜
本
的
な
改

善
を
強
く
も
と
め
ま
す
。

環
境
保
全
の
推
進
に
つ
い
て

仲
程
議
員　

次
に
環
境
保

全
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

第
四
次
本
部
町
総
合
計
画

の
こ
れ
ま
で
の
成
果
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
伺

う
。

町
長　

総
合
計
画
の
基
本

方
針
と
い
た
し
ま
し
て
は

観
光
立
町
に
ふ
さ
わ
し
い

自
然
環
境
を
保
全
し
、
豊

か
な
生
活
環
境
を
構
築
す

る
た
め
に
、
ご
み
処
理
及

び
し
尿
処
理
の
適
正
化
を

図
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

本
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
に

地
域
住
民
や
事
業
者
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
海
岸

に
漂
着
し
た
ご
み
や
不
法

投
棄
さ
れ
た
ご
み
等
の
処

理
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

環
境
型
社
会
の
形
成
の
推

進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ひ

き
続
き
今
後
と
も
、
地
域

住
民
や
事
業
者
等
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
の
美
化
活

動
を
積
極
的
に
支
援
し
、

自
然
環
境
保
全
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

仲
程
議
員　

集
落
内
の
街

路
樹
の
剪
定
作
業
に
伴
う

発
生
材
の
処
理
に
困
っ
て

い
る
、
バ
イ
オ
マ
ス
工
場

へ
持
ち
込
み
た
い
が
ト
ン

当
た
り
１
万
円
と
高
額
で

行
政
区
で
は
発
生
量
も
多

く
か
な
り
負
担
と
な
る
。

今
後
、
町
と
し
て
取
り
え

る
方
策
は
な
い
か
伺
う
。

町
長　

集
落
の
清
掃
の
時

に
出
る
も
の
に
つ
い
て
は

料
金
を
軽
減
さ
せ
る
か
、

発
生
さ
せ
な
い
こ
と
と
い

う
も
の
を
、
検
討
し
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
ま
す
。
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　新型コロナウイルスの感染拡大は、変異株の猛威も加わり、我が国の各方面に甚大な経済的・社会的影響を及ぼして
おり、国民生活への不安が続いている。この中で、地方財政は、来年度においても巨額の財源不足が避けられない厳し
い状況に直面している。
　地方自治体においては、新型コロナウイルス感染症対策はもとより、地方創生、雇用対策、防災・減災対策、デジタ
ル化や脱炭素社会の実現とともに、財政需要の増嵩が見込まれる社会保障等への対応に迫られており、このためには、
地方税財源の充実が不可欠である。
　よって、国においては、令和４年度地方財政対策及び地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現されるよう、強く
要望する。

記

１　令和4年度以降3年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の基本方針2021」において、令和3年
度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係
経費が増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなされないよう、十分な総額を確保すること。

２　固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見直しは、断じて行わないこと。また、
生産性革命の実現や新型コロナウイルス感染症緊急経済対策として講じられた固定資産税等に係る特例措置は、本来国
庫補助金等により対応すべきものであり、今回限りの措置として、期限の到来をもって確実に終了すること。

３　令和3年度税制改正により講じられた土地に係る固定資産税の課税標準額を令和２年度と同額とする負担調整措置
については、令和3年度限りとすること。

４　令和3年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨時的軽減の延長について、更なる延
長は断じて行わないこと。

５　炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税として地方に税源配分すること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

　令和3年9月21日　沖縄県本部町議会

宛先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し
地方税財源の充実を求める意見書

第9回本部町議会定例会において
下記の3件の意見書が可決されました。

意見書第2号：コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書
意見書第3号：「日台関係基本法」制定を求める意見書
意見書第5号：赤土から自然環境や生活を守る対策の強化を求める意見書
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季
節
も
変
わ
り
目
の
な
り

肌
寒
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
皆
さ
ま
は
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

進
み
、
感
染
拡
大
が
落
ち
つ

い
て
き
た
最
中
、
本
町
に
お

い
て
も
軽
石
に
よ
る
被
害
が

出
て
お
り
ま
す
。

　

町
長
を
初
め
行
政
当
局
も

重
要
な
問
題
と
し
て
捉
え
早

急
に
調
査
し
、
町
議
会
と
し

ま
し
て
も
、
国
お
よ
び
県
に

対
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　1972年9月29日、日中の国交正常化に伴い、我が国は台湾との国交を断絶しました。台湾との国交断絶以来、日本
と台湾関係には法的根拠が存在しなくなり、そのため現在では、日本側は外務省と経済産業省所管の民間機関である「日
本台湾交流協会」を、台湾側は外交部所管の「台湾日本関係協会」をそれぞれの窓口として経済、社会、文化などの分野
における「非政府間の実務関係」を続けている。日台関係は一切の法的裏付けがないという不安定さの中でかろうじて
民間による「実務関係」を維持している現状です。
　このような事態を防止するには、我が国においても、経済分野、災害救助分野、安全保障分野、環境分野において
台湾と緊密な連携を図る法的根拠となる「日台関係基本法」の整備は急務となっています。
　特に、安全保障面においては、隣国による台湾併合のための武力行使が行われたならば、台湾と我が国の与那国島
は約110キロという近距離に位置し、八重山諸島及び沖縄全域にも影響が及ぶ恐れがあり、我が国の防衛問題と直結し
ている。
　台湾は、自由、民主、人権、法治といった基本的価値観を我が国と共有しており、台湾との交流は、我が国におい
て重要な国益であることから「日台関係基本法」の制定を強く要望します。
　以上、地方自治法第99条の規定により、意見書を提出する。

　令和3年9月21日　沖縄県本部町議会
宛先　衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、法務大臣、外務大臣

　本町はまちづくりの将来像として「太陽と海と緑・観光文化のまち」を掲げており、本町沿岸部では海洋レジャーの
ほかマグロ養殖やモズク養殖等の水産業も盛んに行われています。
　しかし、近年、開発等による事業行為が増加し、流出した赤土により海域及び陸域が汚され自然環境、観光産業及
び水産業、農業に悪影響が生ずるなど、大きな問題となっています。本町議会では、議題として何度も議論が行われ
ており、著しく赤土が流出している現場において、令和2年度3月議会で現場踏査も行いました。「次の世代を担う子供
たちに、豊かな自然を残す」ことは町の大きな役割であります。
　赤土流出防止対策につきましては「沖縄県赤土等流出防止条例」に基づき、沖縄県北部保健所から事業行為者に対し
助言・指導が行われております。しかし、実効性の観点から赤土等流出防止条例第2条にある定義には限界があり、時
代にあった赤土流出防止対策を行うよう町民から強い要望が寄せられており、本部町長も、沖縄県環境部長に要請を
していますが議会としても看過できないことがあるので下記事項が速やかに実現されるよう強く要請します。

記

1. 現行の指導体制による赤土等流出防止対策の実効性について検証を行うこと。
2. 現行の沖縄県赤土流出防止条例第２条にある定義について再検討し、実効性の強化を行うこと。
3. 持続可能な沖縄県の自然環境保護の充実を図ること。

　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
令和3年9月21日　沖縄県本部町議会

宛先　沖縄県知事、沖縄県議会議長

「日台関係基本法」制定を求める意見書

赤土から自然環境や生活を守る対策の強化を求める意見書


